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近年、無機微粒子と有機分子を複合させた

発光材料を悪性腫瘍の光線力学的治療法や生

体組織のイメージングに利用しようとする研

究が盛んに行われている。こうした研究を進

める上で鍵となるのが、無機微粒子から有機

分子への励起エネルギー移動、及びそれによ

る有機分子の発光の実現である。我々は酸化亜鉛(ZnO)微

粒子とポルフィリンを複合させた系の発光特性の研究を

進めてきた。これまでに我々はカルボキシル基のついたポ

ルフィリンと ZnO 粒子の複合体において、両者を結合さ

せ、エネルギー移動による発光を実現した[1]。また、アミ

ノ基が 1個または 2 個ついたポルフィリンを L-cysteine を

介して ZnO 粒子と結合させることも試みたが、両者を化

学的に結合させることはできなかった [2]。 

今回はアミノ基を４個持つポルフィリン (H2TPP(NH2)4) 

をテレフタル酸を介して ZnO 粒子と結合させることを試

みた。テレフタル酸はカルボキシル基を 2個持つため、そ

の内の一方が ZnO 粒子表面の水酸基と、もう一方がポル

フィリンのアミノ基と結合することが期待される。Fig. 2

にエタノール中に分散させた ZnO/ H2TPP(NH2)4、及び ZnO、

H2TPP(NH2)4の発光スペクトル示す。複合体の形成により

ZnO 粒子の発光は若干減衰しているが、ポルフィリンの発

光は増強しておらず、ZnO からポルフィリンへの励起エネ

ルギー移動は起こっていないと考えられる。Fig. 3に ZnO/ 

H2TPP(NH2)4溶液を遠心分離した後の上澄み、及び沈殿物

をエタノールに分散させた溶液の光吸収スペクトルを示

す。沈殿物の分散液は 430nm付近にポルフィリンによる光

吸収ピークを微弱ながら持っており、ポルフィリンの一部

は ZnO 粒子と結合していることを示している。講演では

これらを踏まえ、より詳細な実験結果を報告する。 
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Fig. 3 Absorption spectra in ethanol 
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Fig. 1 The present system studied (Solvent: ethanol) 
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Fig. 2 Photoluminescence spectra  

     in ethanol (λexcite: 325 nm) 
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